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　2024年 3月 2日（土）・3日（日），日本心身医学会
若手ワーキンググループ（以下，WG）による第 9回
心身医学合同セミナーが開催された．今回は，5年ぶ
りに念願の実地開催となった．参加者は医学生 18名，
初期研修医 9名，その他医師 2名，心理士 3名の計 32

名であった．
　1日目はまず，東京大学の吉内一浩先生から開催の
ご挨拶をいただいた．次に，東邦大学の小山明子先生
が「心身症とは/病態仮説」，堺市立総合医療センター
の阪本亮先生が「心身医学療法」の講義を行い，心身
医学の基礎について参加者に学んでいただいた．その
後，鹿児島大学の濱田一正先生より，気管支喘息の症
例をテーマに，症例提示の講義に続いて，病態仮説の
グループディスカッションと発表・解説を行った．ス
ケジュールに余裕があったため，1日目のプログラム
終了後に急遽，会場後方に設置した各医局の紹介ポス
ターを用いて，若手WGメンバーが各医局の紹介プレ
ゼンテーションを行った．懇親会では，若手WGメン
バーを中心に参加者同士が活発に情報交換を行った．
2日目は，九州大学の宮田典幸先生が「面接法」の講
義を行い，その後，1日目の症例における禁煙をテー
マに，ファシリテーターを模擬患者としてロールプレ
イを行った．
　今回のセミナーの特徴は，参加型のプログラムに多

くの時間を充てたこと（グループディスカッション・
発表：計約 2時間，ロールプレイ：1時間 40分），プ
ログラムの作成にかかわったWGメンバーのみがファ
シリテーターを行った点が挙げられる．そのため，ど
の班もディスカッションが深まり，質の高い議論が行
われたように思う．また，懇親会が賑わったのは，各
医局の紹介プレゼンテーションによって若手WGメン
バーが親しみやすく感じられたことも一因ではないか
と考えている．次年度以降も継続を検討したい．
　最後に，若手ワーキンググループに多大なご支援を
いただいている日本心身医学会に深く御礼申し上げる．
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会　期：2024年 3月 2日（土）・3日（日）
会　場：東京大学医学部教育研究棟 13階　第 6セミナー室
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